（２）　合併以前

　羽合町合併以前の執行機関で、４か村がそれぞれ選任した歴代村長は後掲のとおりである。しかし、橋津、宇野両村は、明治２２年１０月の町村制施行の時点における公簿上の記録が書き留められていない。このことについて調査した結果は、つぎの理由によるものと思われる。尚、村会議員の明治２２年当時の記録がないのも同じ理由によるのではなかろうか。
橋津・宇野村の職
　明治２２年１０月１日から施行となった鳥取県の町村制実施によって、鳥取県は１市４町２３３村となった。

員名簿
このなかの河村郡は２３村に整理統合された。このとき宇野村と云う独立した村は無く、三橋村として現在の宇野、宇谷が含まれていた。


　その後（明治２３年ごろと思われる）、宇野は橋津村と合併したが、橋津、宇野の境界争いから感情がこじれ、明治２４年に分離して宇野村として独立したのである。


　こうした経緯があったため、橋津、宇野ともに完全な独立村としての機構や行政上の整備が遅れ、村長、村会議員とも長瀬、浅津村のように明治２２年当時の記録がなされていなかったものと思われる。


　ところで、なぜ宇野が橋津と合併せずにその直後になってから合併したのか、その理由は不明であるが、その時点における橋津の村長は福永民三郎であったといわれている。


　また、明治２４年橋津から分離した宇野の村長には尾崎仁三郎が、次いで吉田久蔵が就任している。（宇野村郷土誌）

橋津・宇野村の境
　結局宇野が橋津村と一緒になっていた期間は、僅か１年有余であったが、宇野が橋津から分離した境界争い
界争いの概要　　　　の経緯は、前項の「明治大正時代」に詳しく掲載してあるが、そのあらましは次のとおりである。すなわち、宇野と橋津の海上における権利を、鳥が島を境として陸地から見通す線をどこに置くかということで、宇野と橋津の意見が喰い違い、相当激しくもめたようである。橋津の団野亀吉などの仲介により、色見山からの鳥が島を結ぶ線、即ち現在の石杭にあたる地点から鳥が島を見通した線で了解に達したようであるが、こんなことから感情がもつれ、ついに宇野村は独立村として明治２４年に誕生した訳である。
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